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平成 19年（2007年）度事業報告序文 

 

NICCOの 2007年度は、前年度から続くジャワ島地震被災者支援のための心理社会的ケア

事業と共に幕を開けた。日本人専門家（精神科医）の策定したプログラムに基づき、被災

した地域の人々全体を対象として、伝統演劇を用いて復興への思い新たにしてもらうこの

事業は、緊急期に行った物資配給や学校再建等の単なる物質的な支援に留まらない新たな

形の支援として、現地行政、メディアまた日本の国際協力関係者にも高く評価をされるこ

ととなった。そしてこの事業は、その後中東において戦災に傷つくイラクの避難民の支援

へと繋がっていくことになる。 

1993年以来 NICCOが農村開発を続けるヨルダンには、隣国イラクから長引く内戦やテロ

を避けて、50 万人以上ものイラク人が避難して来ていた。収入の術を持たず困窮するこれ

らの人々に対して、NICCOは食糧配給の他、家族の殺害、拷問、誘拐等で受けた心の傷を

癒しヨルダン人社会との共存を支援するため、ジャワ島地震で培ったノウハウを中東の文

化において展開して、演劇による心理社会的ケアを開始した。 

一方、ヨルダンで築いた有機オリーブオイル生産の経験は、ヨルダンのもうひとつの隣国

パレスチナにおいて生かされることとなった。2007 年 7 月にはヨルダンのジェラシュで、

そして 2008年 3月にはパレスチナのジェリコで、ヨルダン、パレスチナ、イスラエル、日

本のオリーブオイル生産に関わる農家、専門家、NGOが集まり、純粋に技術的な側面から

オリーブオイル生産の抱える問題について話し合った。イスラエル、パレスチナにおいて

攻撃とテロが繰り返される中で、これらの人々が同席して話し合うことが出来たそのこと

自体が、関係各国の政府機関や関係者によって高く評価されており、今後のパレスチナに

おけるオリーブオイル品質向上事業の展開が、強く期待されている。 

またアジアと中東から、貧困に喘ぐ大陸アフリカに目を向けると、NICCOは最貧困国マラ

ウィにおいて、7月より本格的に事業を開始し、ベトナムで培ったエコサントイレ導入の経

験、ヨルダンで培った農業技術指導の経験、そして NICCOの過去全ての活動を一貫して流

れるコミュニティ開発の経験を集約して投入し、飢え、病い、そして身近な死に囲まれて

生きざるを得ないマラウィの人々の、生活向上と自立支援のため、奮闘を続けている。 

最後に未だテロの耐えないアフガニスタンにおいては、NICCOは治安の悪化から、現地事

務所を一時大幅縮小し、日本人スタッフは隣国イランに留まって活動を続けざるを得ない

状況となった。しかしイラン国内のアフガン難民支援の他、今後もアフガニスタンの NGO

を通じて、アフガン国内での女性への職業訓練は継続して行い、アフガニスタンを見捨て

て離れることはしない決意である。 

最後に日本国内では、滋賀県のモデルファームや京都本部において約 20名のインターン達

が実務研修を行い、NICCOの広報活動の一翼を担って活躍し、さらに海外の事業において

も重要な役割りを果たした。また法人の運営面においては、会員、支援者の支援環境を整

えるため、遺産の寄付に関する税制上の優遇措置の取得と、会費や寄付金の郵便振込手数

料の無料化を実現した。さらに会計についても、2008年度より新公益法人会計基準に移行

するための準備を終え、2008年度から始まる公益法人改革に対応し、今後もより高いレベ

ルで組織の透明性を確保し説明責任を果たす体制を整えた。 
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平成 19（2007）年度事業報告 

【平成 19年 4月 1日から平成 20年 3月 31日】 

（☆…新規事業、★…継続事業） 

 

―海外事業― 

A. 環境保全事業 

1. パレスチナとヨルダンにおけるパーマカルチャー・ネットワークの構築（パレス

チナ・ヨルダン川西岸地区、ヨルダン・ジェラシュ県及びバルカ県）★ 

会計ファイル「パレスチナ PC」 

2. 植林と家庭菜園支援（アフガニスタン・ヘラート州）★ 

会計ファイル「アフガン PC」 

3. マラウィにおける食の安全保障の確立と衛生改善(マラウィ・ンコタコタ県) ☆ 

会計ファイル「マラウィ PC」 

4. マラウィにおける貧困削減のための植林(マラウィ・ンコタコタ県) ☆ 

会計ファイル「マラウィ植林」 

B. 技術協力事業 

1. ITと製版職業訓練（イラン・マシャッド市、アフガニスタン・ヘラート市）★ 

会計ファイル「イラン・アフガン職業訓練」 

C. 教育事業 

 1. 教育環境整備（アフガニスタン・ヘラート市）★ 

会計ファイル「アフガン教育」 

D. 緊急災害援助事業 

1. ジャワ島地震被災者支援（インドネシア・ジョグジャカルタ特別バントゥル県及び

西ジャワ州チアミス県）★ 

会計ファイル「ジャワ島地震」 

2. スマトラ島地震被災者支援（インドネシア・ブンクル州モコモコ県）☆ 

会計ファイル「スマトラ島地震」 

3. ザルカ県ザルカ市における心理社会的ケアと貧困層への食糧供与（ヨルダン・ザル

カ県ザルカ市）☆ 

会計ファイル「イラク難民」 

E. 調査・評価  

 １．調査・評価 ★                   会計ファイル「調査・評価」 
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―国内事業― 

 

A. 琵琶湖畔研修地における農林業研修と途上国モデルの構築 ★ 

会計ファイル「滋賀モデル農地」 

B. 広報と活動資金の獲得 ★                    会計ファイル「広報」 

C. 会員との連絡と交流 ★                 会計ファイル「会員」 

D. 国際協力講座の開催 ★             会計ファイル「国際協力講座」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料一覧 

 

添付資料①：ITと製版職業訓練事業 マシャッド職業訓練校科目別卒業生一覧 

添付資料②：スマトラ島地震被災者支援事業 モバイルクリニック活動詳細 

添付資料③：ザルカ県ザルカ市における心理社会的ケアと貧困層への食糧供与事業 

バウムテストおよび風景構成法の分析結果（第一フェーズ) 

添付資料④：海外派遣者一覧    
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―海外事業― 

 

A.A.A.A.環境保全事業環境保全事業環境保全事業環境保全事業    

AAAA１１１１.... パレスチナとヨルダンにおけるパレスチナとヨルダンにおけるパレスチナとヨルダンにおけるパレスチナとヨルダンにおけるパーマカルチャーパーマカルチャーパーマカルチャーパーマカルチャー((((注１注１注１注１))))・ネットワークの構築・ネットワークの構築・ネットワークの構築・ネットワークの構築 

会計ファイル「パレスチナ PC」 

事業名事業名事業名事業名    パレスチナとヨルダンにおけるパー

マカルチャー・ネットワークの構築 

国・地域国・地域国・地域国・地域    パレスチナ暫定自治政府西岸地区 

トバス県、ヨルダン・ハシェミット

王国ジェラシュ県、バルカ県 

事業期間事業期間事業期間事業期間    平成 18年（2006年）11月から平成 21年（2009年）10月（3年間）    

助成団体助成団体助成団体助成団体    環境再生保全機構地球環境基金、ジャパン・プラットフォーム、トヨタ財団 

事業実施事業実施事業実施事業実施

の経緯の経緯の経緯の経緯    

2006年 11月よりヨルダンにて情報収集や関係機関との連絡を含む事業準備を開始し、

2007年 4月からパレスチナ暫定自治政府西岸地区にて調査を行った上で、ヨルダン、

パレスチナ、イスラエル、日本の 4ヶ国のオリーブ生産に携わる農家、NGO、専門家の

ネットワークを構築する事業を開始することとなった。 

事業目的事業目的事業目的事業目的    パレスチナのオリーブ零細農家に対し、2000年から 2006年にヨルダン・ジェラシュ県、

バルカ県で実施の事業で培ったパーマカルチャー農法（環境保全型節水農法）と高品質

オリーブオイル生産のための技術移転と情報提供を行う。また、事業を通してヨルダン

のオリーブ生産農家や周辺地域とのネットワークを構築し、パレスチナ、イスラエル、

ヨルダンの 3カ国の協働を推進することで、中東和平に向けた信頼醸成を行う。    

裨益者裨益者裨益者裨益者    パレスチナ西岸地区トバス県 6村約 100世帯（500人）、ヨルダン・ジェラシュ県農家

50世帯（300人） 

事業内容事業内容事業内容事業内容    パレスチナ及びヨルダンにおいて、オリーブ栽培技術及びオリーブオイル品質向上のた

めのワークショップの開催、オリーブや害虫忌避植物の苗木の配布、4ヶ国のオリーブ

オイル関係者による合同ワークショップを開催し、オリーブオイルの市場拡大につなげ

ることで、貧困の削減に寄与する。。    

具体的な具体的な具体的な具体的な    

事業活動事業活動事業活動事業活動

と成果と成果と成果と成果    

１．ヨルダン及びパレスチナの農家に対して

オリーブの害虫忌避植物ニームの種合計 4Kg

の配布を行った。またパレスチナの 77 農家

に対し、オリーブの苗木合計約 3450 本の配

布を行った。 

２．日本人有機農業専門家、西村和雄氏によ

る講習を含め、パレスチナにおいて年間を通

じて有機農業とオリーブ品質向上に関するワ     


